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16:00 挨拶：
青山学院大学社会情報学部学部長・教授
ADPISAリーダー 宮川裕之

16:05 講演１： 「社会人女性が学び直す場としての大学」
青山学院大学社会情報学研究科プロジェクト教授
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乾喜一郎

17:35 2023年度のADPISA取り組み紹介
青山学院大学社会情報学部 居駒幹夫

18:00 質疑応答・交流会（任意参加。30分程度）
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ADPISAとは



青山学院大学
社会情報学部と

ADPISA
文理融合教育、実践的問題解
決教育を指向しており、情報シ
ステム人材育成はその一つの
柱です。

ADPISAにより、次代を担う情報
システム人材の育成・交流の拠
点となることを目指しています。



ADPISAとは
青山・情報システムアーキテクト

育成プログラム
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DX時代の主役
ISアーキテクト
への成長を

お手伝いします Aoyama
Development
Program for
Information

Systems
Architect



ISアーキテクトとは

 「言われたものをIT技術を使って
構築する」というITアーキテクトで
はなく、「ビジネスの現場を知り、
何を作ればよいかを一緒に考え
る」という姿勢を重視し、それを
推し進める専門人材
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ITアーキテクト:
狭義の情報シス
テムを対象

広義の情報システム

ビジネス組織、
社会

人間
（利害関係者）

情報技術(IT)を
使ったシステム

(狭義の
情報システム)

ISアーキテクト:
組織、人の活動も
含めた広義の情報
システムを対象



ADPISAの特長(1)
大学ならではの教育

 体系的な教育メニューを揃え、
バランスのとれた情報システ
ム(IS)アーキテクトの育成に
注力
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フロー型の知識・スキル
（現在必要な知識、スキルをピンポイントに）

蓄積型の知識・スキル
(応用の利く基礎知識、スキルを包括的に)

広義の
IS

狭義の
IS ADPISA



ADPISAの特長(2)
教育訓練給付金対象

 ADPISA-HおよびADPISA-M(予定)
 文部科学省の「職業実践力育成
プログラムに認定

 厚生労働省の教育訓練給付金
対象の教育プログラム（特定一
般教育訓練給付金、専門実践
教育訓練給付金）に認定

 修了者には最大70%の給付金9



2023年度の
ADPISA取組み

紹介



ADPISAの教育プログラム構成
 ISアーキテクトの育成を最終目標に、3つの
教育プログラムを設置
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エントリ

ミドル

ハイ
（高度IT人材）

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

2021年度 2022年度から 受講想定者

ADPISA-F

ADPISA
ADPISA-H

ADPISA-M

ADPISA-E

• 企業でのDXプログラムの主役になりたい人
• 自分の組織をチェンジしたいと思っている人

• IT業界でITの知識はあるが、業務に活かす方法
を身に着け、自分でキャリアを開きたい人

• ユーザ企業に勤め、これまでITを学んだ経験は
ないが、今後業務等で必要になる人



ADPISAの年間開催スケジュール
 ADPISA-H、ADPISA-E、ADPISA-Mの順番で実施
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月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
ADPISA

E
ADPISA

M
ADPISA

H
（参考）
事業実施
委員会 ★ ★ ★ ★

プログラム実施5月中旬～8月下旬

受講生
募集

プログラム実施 8月～12月

受講生
募集

受講生
募集

プログラム実施 9月～1月

教育プログラム
企画・開発

教育プログラム
企画・開発



2023年度のADPISAの特徴（１）

受講者の個人個人に最適な人材育成
 個人個人が、ADPISA受講後も「学びを継続」できることを、
可能にする。

特徴
 受講者一人一人の科目設定、目標（IT資格等）設定を補助し、
受講者に最適な科目選定やUdemy科目のラーニングパスの
設定を支援する。

 キャリアコンサルタント、テクニカルコンサルタントと連
携

 ADPISA受講者*1は全員2023年度Udemy Businessの全科目を無
料で受講可能

13*1 単科受講者は除く



2023年度のADPISAの特徴（２）

企業向け教育の実施
 ADPISA各科目単位で特定企業向けの教育メニュー

特徴
 企業のニーズに応えた教育

• 必要な科目に限定
• 企業の課題に認識に対応した特注教育

 オンデマンド受講用のコンテンツ
• Udemy科目に加え、ADPISA固有の動画コンテンツを特定企業に提供

 2023年度は初年度割引を企画中
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ADPISAの
科目紹介



ADPISA-Hの科目構成(全157.5H)
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ID 種別 科目名 講師 時間
A 選択

必修
情報システム入門 宮川 15.0

C 必修 チェンジを推進するビジネスアナリシス 戸沢 15.0
D 選択 セキュアな企業と情報システム 平川 15.0
E 選択 データサイエンスを活用した情報システム構築 寺尾居駒 22.5
F 必修 情報システムのプログラムマネジメント 初田 7.5
G 選択 プロジェクトを成功させるための見積もり技術 初田 7.5
I 選択 DXを加速し、チェンジを生み出すリーダーシップ 広石 15.0
J 選択 企業のアジリティを生むIS投資計画 三輪 7.5
K 選択 アジャイル開発を成功させる組織マネジメント 居駒 7.5
Y 選択 選択科目群（Udemy） 居駒 30.0
Z 必修 情報システムアーキテクト実践研究 宮川戸沢 15.0



令和２年度「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職支援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」事業計画書（a：求職支援）(P17)

分類 科 目 名（仮称） 時間数 授業 実務家 双方向 実務家
講師 担当教員 新規・流用・委託

必修 情報システム（中級編） 7.5H 遠隔 〇 〇 宮川 新規

必修 情報システム分析応用 22.5H 対面 〇 宮川・皆木 新規

必修 ビジネスプロセス・データのモ
デリング 15.0H 対面 〇 〇 〇 三輪(PJ教員） 2021年ADPISAから移

行＋カスタマイズ

必修 プロジェクトマネジメント（中
級編） 22.5H 対面 〇 〇 〇

初田（PJ教員）
LTI社、

日立ドキュメント

2021年ADPISAから移
行＋カスタマイズ
＋一部再委託

必修 アジャイル開発入門 15.0H 対面 〇 〇 〇 LTI社 新規・再委託

必修 デザインシンキング入門 15.0H 遠隔 〇 〇 LTI社/IL社 新規・再委託

必修 セキュリティ技術 7.5H 遠隔 〇 〇 LTI社/IL社 新規・再委託

必修 DX時代の情報技術者のライフ
デザイン 15.0H 遠隔 〇 〇 〇 山口（PJ教員）

居駒
2021年ADPISAから移
行＋カスタマイズ

選択 情報処理関連選択科目群 15.0H 遠隔 〇 佐藤（PJ教員）
Udemy

ADPISA-Mの科目構成（全120時間）



ADPISA-Eの科目構成（全128.5時間）
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必修／選択 科目名 時間数 対面/遠隔 企業連携予定 双方向か 担当教員
IT実践力強化科目群

必修 楽しく学べるプログラミング入門 9.0 対面 双方向 吉田（大学）

情報システム科目群
必修 情報システム（エントリ編） 7.5 遠隔 双方向 宮川（大学）
必修 情報システム分析基礎 15.0 遠隔 双方向 松澤（大学）
必修 プロジェクトマネジメント基礎 7.5 遠隔 〇 オンデマンド LT社再委託

IT基礎科目郡
必修 最新ITトレンドとITビジネス 3.0 遠隔 双方向 居駒（大学）
必修 情報処理の基礎（名称変更） 12.0 遠隔 双方向 IL社再委託
必修 ネットワーク基礎とLAN構築実習 15.0 遠隔 双方向 IL社再委託
必修 ネットワークセキュリティの基礎 7.5 遠隔 双方向 IL社再委託
必修 データベースの基礎 15.0 遠隔 双方向 IL社再委託
必修 アルゴリズムとプログラミングの基礎 15.0 遠隔 双方向 IL社再委託

IT職種対応科目群
必修 職種対応科目の受け方 3.0 遠隔 〇 双方向 居駒（大学）
選択必修 Webデザイナー

10.0 

遠隔 オンデマンドベネッセ社再委託
選択必修 プログラマ 遠隔 オンデマンドベネッセ社再委託
選択必修 SE 遠隔 オンデマンドベネッセ社再委託
選択必修 クラウドサーバー管理者 遠隔 オンデマンドベネッセ社再委託

キャリアデザイン科目群
必修 キャリアデザイン（名称変更） 9.0 遠隔 〇 双方向 山口（PJ教員）

必修合計 128.5 



情報システム

情報システム学の基礎を学ぶ科目で、ADPISA-E,
ADPISA-M, ADPISA-H共通の科目

概要
 情報システムと人間活動を一体としてとらえることで、価
値の創造につながる広義の情報システムが可能

科目の内容
 情報技術の進歩と情報システムの目的の変遷
 それぞれの時代で求められた人材について理解
 これからの情報システム専門家が有すべき専門性
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E HM



プロジェクトマネジメント系科目

 ADPISA-E, ADPISA-M, ADPISA-Hのそれぞれでプロジェク
トマネジメントの基礎からプログラムマネジメントに
よる価値マネジメントまでを学ぶ

プロマネ系の科目
 プロジェクトマネジメントの基礎
 価値を実現するためのプロジェクト
マネジメント

 情報システムのプログラム
マネジメント

ゲーミフィケーションによる
講義も
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E HM



楽しく学べるプログラミング入門

背景
 ITの初心者がいきなり「情報処理の基
礎」を学ぶと拒否反応が起こりがち
なため、楽しく学ぶことを目標とし
た科目を設置

科目の内容
 Webブラウザ上で動作するブロックプ
ログラミング環境を用いてプログラ
ミングを体験

 プログラミングで作成した模様をミ
シンで布に刺繍
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E HM



データサイエンスを活用した
情報システム構築

背景
 ビッグデータや強力な AI 手法が利用可能
 企業の変革，業務の刷新の決定者にデータサイエンス的なスキ
ルが不可欠

 ISアーキテクトへの期待
 ビジネスの当事者としての
立場でデータ解析ができる
or （最低限）解析結果の
判断ができる

講義概要
 統計の基礎と、ビジネスでの
適用に特化

E HM



参考：ADPISA-Hでのデータサイエンスの注力点



IT職種対応科目群

背景
 IT職種といっても多種多様。受講者それぞれの希望、能力もさまざま

科目の内容
 指定された時間数、Udemy Businessの科目を受講
 受講者の希望を元に受講者個人個人に対応した「ラーニングパス」を
（ベネッセ社との連携して）作成し、それに従って受講
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E HM H



情報システムアーキテクト実践研究

座学は無く、実地演習で試行結果を最終日に発表
 ビジネスアナリシス科目の発表内容を実践研究での発表の
ベースにする

 他の科目で修得したことを使って、肉付けする
 この内容でADPISA-Hの修了を判定する。
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E HM

要件

ビジネス
アナリシス

肉付け、実地演習

ビジネス
モデリング

データ
サイエンス

中間成果物 要件
必修科目 選択科目

必修基本科目



本日
ADPISA-H
募集開始

https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-h/

https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-h/


2023年度ADPISA-H募集要項
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ADPISA-Hの科目構成(全157.5H)
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ID 種別 科目名 講師 時間
A 選択

必修
情報システム入門 宮川 15.0

C 必修 チェンジを推進するビジネスアナリシス 戸沢 15.0
D 選択 セキュアな企業と情報システム 平川 15.0
E 選択 データサイエンスを活用した情報システム構築 寺尾居駒 22.5
F 必修 情報システムのプログラムマネジメント 初田 7.5
G 選択 プロジェクトを成功させるための見積もり技術 初田 7.5
I 選択 DXを加速し、チェンジを生み出すリーダーシップ 広石 15.0
J 選択 企業のアジリティを生むIS投資計画 三輪 7.5
K 選択 アジャイル開発を成功させる組織マネジメント 居駒 7.5
Y 選択 選択科目群（Udemy） 居駒 30.0
Z 必修 情報システムアーキテクト実践研究 宮川戸沢 15.0



2023年度ADPISA-Hスケジュール
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受講生からの声

30
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